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5. 弁の動的機能維持評価について  
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1. はじめに  

  本資料では，実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則の解釈等に

おける動的機能保持に関する評価に係る一部改正（以下「技術基準規則解釈等の改正」

という）を踏まえて，弁の動的機能維持の検討方針を示す。 

 

2. 弁機能維持評価に用いる配管系の応答値について 

 技術基準規則解釈等の改正を踏まえて，東海第二発電所の配管系に設置される弁の

機能維持評価に適用する加速度値の算定方針について，規格基準に基づく設計手順を

整理し，比較することにより示す。規格基準に基づく手法としてＪＥＡＧ4601 の当該

記載部の抜粋を図 1 に示す。 

 (1) 規格基準に基づく設計手順の整理 

   ＪＥＡＧ4601 において，弁の動的機能維持評価に用いる弁駆動部の応答加速度の算

定方針が示されている。 

   配管系の固有値が剛と判断される場合は最大加速度（以下「ZPA」という。）を用い

ること，また，柔の場合は設計用床応答スペクトルを入力とした配管系のスペクトル

モーダル解析を行い算出された弁駆動部での応答加速度を用いることにより，弁の動

的機能維持評価を実施することとされている。 

 (2) 今回工認における東海第二発電所の設計手順 

   今回工認における東海第二発電所の弁駆動での応答加速度値の設定は，上記のＪＥ

ＡＧ4601 の規定に加えて一定の余裕を見込み評価を実施する方針とする。 

  ａ．剛の場合 

    配管系が剛な場合は，最大加速度に一定の余裕を考慮し 1.2 倍した値(1.2ZPA)を

用いて弁駆動部の応答加速度を算出し，機能維持評価を実施する。 

  ｂ．柔の場合 

    配管系の固有値が柔の場合は，ＪＥＡＧ4601 の手順と同様にスペクトルモーダル

解析を行い弁駆動部の応答加速度を算出した値に加えて，剛領域の振動モードの影

響を考慮する観点から 1.2 倍した最大加速度（1.2ZPA）による弁駆動部の応答加速

度を算定し，何れか大きい加速度を用いて機能維持評価を行う方針とする。 

    また，今回工認における弁駆動部の応答加速度の算定に用いる配管系のスペクト

ルモーダル解析において，剛領域の振動モードの影響を踏まえて，振動数領域を
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20Hz から今回工認においては，50Hz まで考慮した地震応答解析により，弁の応答

加速度値の算定を行う。 

   弁の機能維持評価における規格基準に基づく耐震設計手順及び東海第二発電所の耐

震設計手順の比較を表 1 に示す。表 1 に示すとおり，東海第二発電所における弁の機

能維持評価に用いる加速度値としては，規格基準に基づく設定方法に比べて一定の裕

度を見込んだ値としている。 

 

表 1 弁の機能維持評価の耐震設計手順の比較 

配管系の 

固有値 
ＪＥＡＧ4601 東海第二発電所 

剛の場合 最大加速度(1.0ZPA)を適用す

る。 

最大加速度を 1.2 倍した値

(1.2ZPA)を適用する。 

柔の場合 スペクトルモーダル解析により

算出した弁駆動部の応答を適用

する。 

スペクトルモーダル解析＊１

から算定される弁駆動部の応

答加速度値又は最大加速度を

1.2 倍した値(1.2ZPA)の何れ

か大きい方を適用する。 

 ＊１ 振動数領域として 50Hz まで考慮した地震応答解析により算定する。 
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図 1 ＪＥＡＧ4601（1991）の抜粋 

 

 

3. スペクトルモーダル解析において考慮する高振動数領域について 

 高振動数領域を考慮した弁の機能維持評価について，動的機能維持要求弁として主

蒸気逃がし安全弁，主蒸気隔離弁が設置された主蒸気系配管に対して検討を行った。

本検討では，東海第二発電所における従来の弁の機能維持評価に用いる振動数領域は

20Hz までとしていたが，新たに 50Hz，100Hz まで考慮したスペクトルモーダル解析を

実施した。本検討の詳細は添付 1 に示す。 

 解析結果として 50Hz まで振動数を考慮した場合については，20Hz に比べて応答加

速度が増加したものの，100Hz まで考慮した場合では，50Hz の応答加速度に対して，

弁の応答加速度値に増加がないことから，東海第二発電所における弁の機能維持評価

に用いる周波数領域については，50Hz までを基本として評価を実施することとする。 

 また，本評価は代表的な弁での検討であるため，その他の動的機能要求弁について

も同様の検討を行うことにより，機能維持の確認を行う。 

 

4. 高振動数領域を考慮した弁の動機機能維持評価結果 

 機能維持評価対象弁について，高振動領域を考慮した地震応答解析の結果につい

て，表 2 に示す。表 2 には振動数領域を 50Hz までを基本として，100Hz まで考慮した

場合の応答加速度も合わせて示す。また,100Hz まで考慮した応答加速度が 50Hz まで

考慮した場合の応答加速度に対して，10％以上の応答増加が有る場合については，そ
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の影響として更なる高振動数領域まで考慮した解析により，応答増加の影響を確認し

た。 

 表 2 に示すとおり，高振動数領域まで考慮した弁の応答加速度値として，機能維持

対象弁は機能確認済み加速度に収まることを確認した。 
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表 2(1) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 
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表 2(2) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 
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表 2(3) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 
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表 2(4) 高振動数領域を考慮した弁の動的機能維持評価結果 

 

 

 

 

 

 

 




